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表 3　児童の実態（2020 年 3 月時）
－40－
ら心的回転力、心的回転テストに関しては、伸長が見
られた児童、伸長が見られなかった児童に分かれた。
これらの能力を育成するには、適切な課題や支援が更
に必要だと分かった。
Ⅳ．考察
１．プログラミング教育としての教育的効果
本研究では、プログラミング教育の目標として「プ
ログラミング」の目標③を考えた。目標③に関して
は、児童らの活動の様子からは、自分の思い描くダン
スとなるように振付順を考えたり、ロボットが目的地
に到達するための道順を考えて命令を組み合わせた
り、生き物とその動きをイメージして再現できるよう
に命令を組み合わせたり、日常生活を振り返りながら
生活カードを正しい順番に並び替えたりする姿が見ら
れた。課題の内容は、活動を行う児童と関わりの深い
教師が選定し、最初は児童らが簡単に解けると思われ
る難易度から始め、最終的には本人たちにとってやり
がいを感じられるような難易度が少し高いものを用意
した。児童らはそれぞれ思考を可視化できるツールを
必要に応じて使用しながら、プログラミング的思考を
生かして課題解決を図っていたことが考えられる。一
方で、プログラミング的思考を評価する際、評価を行
うための基準や指標がないため、児童の様子や思考を
可視化したツールの状態から児童のプログラミング的
思考を推測することになる。そのため、評価を行う教
師による主観性の高い評価になってしまう。また、「プ
ログラミング」は小学部全体で指導を行っているた
め、児童の実態と活動内容によってチームを変更して
いる。その結果、児童の評価を行う教師が変更する場
合もあり、年間を通した児童のプログラミング的思考
の成長を評価するのは容易ではなかった。
２．自立活動としての教育的効果
目標①の結果より、左右の弁別が曖昧であった児童
が弁別できるようになったり、一部の児童ではあるが
心的回転能力を身につけたりできたことから、本実践
による前後左右の理解、ものの位置や方向の認識など
といった方向の概念や空間認知能力などの習得への教
育的効果が認められたと考えられる。
目標②の結果より、活動を待ちきれずに不安定に
なっていた児童が活動の順番を待つことができるよう
になったり、一方的に自分の意見を言っていた児童が
友達の意見を受け入れたりすることができるように
なったことから、本実践による人間関係の形成やコ
ミュニケーション能力の向上への教育的効果が認めら
れたと考えられる。
３．今後の課題
プログラミング的思考の評価に関しては、教師の主
観的な見方をできるだけ排したものにするためにも、
児童の思考の様子や思考後の行動、支援ツールの状態、
心理検査などについてさらに検討を進め、プログラミ
ング的思考を客観的に評価できる指標の開発を行うこ
とが必要であろう。
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